
Innovation
下水道管路マネジメントの新視点

リダンダンシー（多重性）の確保

下水道管路マネジメントの概要

管マネは日水コンに
お任せください！

下水道管路は耐用年数である 50 年を経過した管が全国に約 4 万 km（���� 年度末現在）あり、管路の老朽化が進んでいます。
国は、2025 年 1 月に埼玉県八潮市において下水道管路破損に起因する道路陥没事故の発生など踏まえ、下水道法改正や技術基準等の

強化・充実を図っており、新たにリダンダンシーやメンテナビリティ等の概念を加味した「下水道管路マネジメント」が示されました。
今後、下水道管理者は下水道管路マネジメントに効果的かつ効率的に取り組むことが求められています。

点検・診断の主な強化ポイント

 ●化学的／力学的／地盤的弱点箇所の 3 弱を定義
 ●重要管路の要注意箇所等は点検を高頻度化
 ●診断基準を変更（新基準へ）
 ●診断が緊急度判定から健全度判定へ

リダンダンシーの確保に向けた取組み

❶ 既存ストックの活用による最小限の投資（ソフト）
　➡シミュレーションを活用したポンプの運転操作等
❷ 多面的活用を考慮した管路複線化（ハード）
　➡関連計画や既存ストックを最大限活用

戦略的再構築の3つの柱

❶ リダンダンシーの確保
❷ メンテナビリティの確保・向上
❸ 要注意箇所への対策

管路マネジメントは、大規模陥没等の重大事故を防ぐため、従来の管路施設ストックマネジメントを進化させたものであり、「メリハリ」
をつけた戦略的再構築において、新たにリダンダンシーの確保やメンテナビリティの向上の取組みを追加するとともに、点検や診断等の
従来からの取組みを充実させ強化するものです。

リダンダンシーの確保とは、障害発生時に一部区間が使用できない状況になっても、
下水道システム全体の機能不全につながらないように対処することです。
下水道管路では、「多重化」により災害や事故時に下水の排除を確実に行えるように
するとともに、平時においても、点検や改築等を確実かつ容易に行えるようにする
必要があります。

メンテナビリティ（維持管理の容易性）の確保・向上

メンテナビリティの確保・向上に向けた取組み

❶ 構造に関する基準等の見直し（ハード）
　➡マンホール、マンホール蓋、管路の埋設深
❷ 無人化・省力化（ソフト）
　➡No Entry に向けたドローンと AI を活用した技術開発等

下水道管路は、各種のインフラの中でもとりわけ過酷な状況に置かれた存在である
ことを踏まえ、施設管理を極力、無人化・省力化することを前提に、改築の機会を
捉え、マンホールの間隔や構造を見直すなど、メンテナビリティの確保・向上に取
り組むことが原則です。

*出典1

*出典2

出典1: 下水道管路マネジメントのための技術基準等検討会　中間整理「国土交通省HP」
出典2: 令和8年度国土交通省AB-Crossプロジェクト実証技術の概要等について「国土交通省HP 」

No Entry 実現に向けた概略点検・
詳細点検併用型ドローン ×AI 実証事業

～リダンダンシーとメンテナビリティの導入～


